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発表者の紹介
1988～1998

「聞けば、なんでも答えてくれる人工知能」の研究に
従事

情報処理モデルの視点から、個人の知識処理に焦
点を当てたアプローチに限界を感じる

1998(1999)～
「Web技術を活用することで、使える知識をみんな
で集める」という視点から、「ナレッジブルアーカイ
ブ」プロジェクトを開始

現在にいたる



Web 0.* (1)
Memex 構想 (1945) 

Vannevar Bush が、「As We 
May Think」という記事の中

で発表したアイデア。

図書館に所蔵されている
書籍や書類を表示するた
めの机という形をとり、リ
ファレンス情報をもとに対
応する書籍の表示機能も
構想に含まれていた。

http://www.acmi.net.au/AIC/BUSH_BERRNIER.html



Web 0.* (2)
Xanadu
Hypertext 
Project (1965) 

Ted Nelson に
よる、テキスト
情報の相互接
続構造（ハイ
パーリンク）の
アイデア。

出典：http://www.cs.brown.edu/memex/ACM_HypertextTestbed/papers/60.html



WWWの出現

World Wide Web 構想
(1980) 

Tim Berners-Lee によ

る、インターネットを用
いたハイパーテキスト
の実現構想。

http://info.cern.ch/images/proposal.gif



Webブラウザの出現
NCSA Mosaic 

1992年に、NCSA（イリ

ノイ大学に設置された
国立スーパーコン
ピュータセンター） に

おいて、大学院生で
あった Marc L. 
Andreessen らによって

開発された、世界初の
Webブラウザ。

NCSA Mosaic 1.0 のスクリーンショット

http://www.ncsa.uiuc.edu/News/Images/



Web 1.0 から Web 2.0 へ

http://japan.cnet.com/column/web20/story/0,2000055933,20090039,00.htm



ネット上での利用者コミュニティによる
知識交換の事例

鑑賞者によるレビュー投稿
アマゾン・ドット・コム
（http://www.amazon.co.jp)

デザインとモノ作りの実践共同体
空想生活（http://www.cuusoo.com）



ネット上での知識リソースの共有・
発信・構築の仕組み

コミュニティサイト構築支援
XOOPS、Zopeなど

コンテンツマネジメントシステム(CMS)
Blog 、Wikiなど



ナレッジブルアーカイブ(KA) の紹介
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ナレッジブルアーカイブ(KA)による知識循環
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ＫＡの事例（１）－ 可知納書院

日本古典文学のデジタルアーカイブ
コミュニティの活動基盤となる「小さな伽藍」としての
アーカイブが提供されている

「薀蓄」システムによる協調的アーカイブ構築
鑑賞者同士の自由な情報交換によって、アーカイブ
コンテンツが成長していく

コミュニティとアーカイブコンテンツの動態の視覚化
コミュニティ内での自分の活動に対する「刺激」と
「ごほうび」が提供される

URL http://www.arc.ritsumei.ac.jp/unchiku/



可知納書院の画面イメージ

（２） ユーザ「Murasaki」が、ある単語に
対する質問文を追記する

（３） ユーザ「Nagon」が、質問に対する

回答として、自分の知識を提供する

（１） 小さな伽藍として、
「奥の細道 」の全文が

提供されている



ＫＡの事例（２）：
薀蓄システムによる「学び」のコミュニティ

書き込み可能なWeb教材の提供
あらかじめ定められた対話パタンに沿って情報交換が
行われるため、知識の再利用が容易

匿名性による「発言しやすさ」の提供
教員と学生、あるいは学生同士が、対等な立場で質問
し、教え合う「協調学習」が実現される

コミュニティ内での自己の地位の視覚化
参加者の活発さや貢献度の度合いが把握できる こと
で、参加意欲が高められる

URL http://www.arc.ritsumei.ac.jp/netorg/



「薀蓄」による蓄積型Web教材の画面イメージ

コンテンツ構造の視覚化 コミュニティの視覚化（詳細モード）

コミュニティの視覚化

距離と次数による「中心性」分析 クリーク（親密なグループ）の抽出



ＫＡの事例（３）:

ハワイ日系人文化史アーカイブ

ハワイ州に関する時系列の地理情報を格納

画像ベースアノテーションシステムGANCHIKU による、
地図への情報追記の仕組みの提供(GANCHIKU-MAP)
客観情報と主観情報の交換による、日系人コミュニティの
記憶の再生



GANCHIKU(含蓄)の画面イメージ

パワーポイントを1つ1つの画像として保存し、それを登録することに

より、パワーポイントの場所に特定して、書込みすることができる。



それぞれの利用者間のインタラクショ
ンが、地図情報というコンテンツ上の
コミュニティ形成を促すと同時に、そ
のコミュニティの組織記憶の協調的構
築を通じた「協調学習」の基盤にも成
りうる。

場所に関する様々な情報の紹介文や、質
問、回答といったコメントを地図上に書
き込むことができる。

GANCHIKU-MAPの特徴



ＫＡの事例（４）: 
ピース・アーカイブ・コミュニティ

平和と戦争に関する情報交換のコミュニ
ティ

「話題」と「サムネイル写真」のブラウズに
よるコンテンツへのアクセス

インターネットユーザによるコメントやマル
ティメディアコンテンツの投稿が可能

URL http://www.arc.ritsumei.ac.jp/peace/archive/



ピースアーカイブの画面イメージ

話題グラフ・サムネイルグラフ

関連キーワード＆説明文

BBS

写真の詳細記述

対話ラベル

画像投稿 BBS

ユーザによる話題グラフや
サムネイルグラフの定義



ＫＡの事例（５）: 
「耕蓄」システムによる

戦争捕虜収容所アーカイブ

アジア・太平洋地域の戦争捕虜収容所に
関する情報交換のコミュニティ

「耕蓄」システムを利用

話題のカテゴリ、写真、説明文、紙芝居など
のコンテンツを、ネット上で編集できる仕組み

http://www.arc.ritsumei.ac.jp/kouchiku/

関連プロジェクト：「朝来の地域探検」

http://www.arc.ritsumei.ac.jp/aseku03/



KA の事例(６)
KACHINA CUBE（圏蓄？）による

洛西地域映画情報アーカイブ



ＫＡの課題(1)

より簡単な知識提供の仕掛け

分かりやすい「報酬」の提示

構成員同士のビジョンの共有



KAの課題(2)
ネット上で、望ましい知識循環コミュニティ
をどうやって作っていくのか

「メディア」、「コンテンツ」、 「コミュニティ」

のどれが先にあるべきか

「ナレッジブルアーカイブ」は、「メディア」、
「コンテンツ」、「コミュニティ」のどこに存在
するものなのか



話題２：

MediaWiki 実習

http://www.unchiku.com/wiki/

① 「ログインまたはアカウント作成」をクリック

手順：

② ログインする

③ 左側の「ヘルプ」を見ながら、編集の練習をする



話題３：

検索型データベース１

http://psptp021.ps.ritsumei.ac.jp/shindb/

http://psptp021.ps.ritsumei.ac.jp/csvdb/

検索型データベース２


